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秋田県高等学校PTA連合会

佐野　元彦　会長 対談

　佐野元彦会長と米田進教育長の対談が、平成28年11月8日（火）県庁第2庁舎の教育長室にて行われ
ました。
　「教育には、時代とともに変えていかなければいけないものと、いつの時代でも大切にしていかなけ
ればいけないものとがある」と語るお二人の、“秋田の高校生”や“PTA活動”などに対する思いをお届
けします。

秋田の高校生は爽やかです

【米田】　今の高校生は、あいさつをはじめ、積
極的にコミュニケーションをとっていこうとする
意欲もあり、爽やかな子どもが多いという印象で
す。おそらく小学校・中学校あるいはそれ以前の
幼児からの教育の積み重ねがあるからでしょう。
　また、地域で自分たちの力をいろんな面で発揮
していることも素晴らしいですね。昔の高校生
も、頑張る気持ちは持っていたと思うのですが、
行動にはなかなか表れていなかったような気がし
ます。今、コミュニケーションの力が重視されて
いますので、子どもたちは総じてそのような力を
つけてきていると思います。
　私は、高校生のとき話をするのが下手で引っ込
み思案でした。きっと、今、高校生であったとす
れば難儀していたと思います。それだから言うの

ではありませんが、時代時代で求められる力とい
うものは変わってきています。その中で、うまく
対応できない子どももいます。そのような子ども
たちにも、きちんとケアしていかなければなりま
せん。

【佐野】　私もまったく同感です。特に秋田県の
子どもは健全だと思います。いろいろな学校を訪
れると、廊下などですれ違うとき「こんにちは、お
はようございます」ときちんとあいさつをしてく
れます。
　昔は、不健全といいますか、健全でないことを
ちょっとやることで大人になっていく、というよ
うな感がありましたが、今は、非常に健全。特に
秋田県の子どもはそうだと感じます。
　また、教育長の話のとおり、昔と比べて今の高
校生は、地域社会との繋がりを意識していると思
います。自分が高校生であった頃を振り返ると、



同世代の仲間という狭い範囲の中で生きている感
じでした。しかし、今の高校生からは、「私たちは
地域の中で生きている」という思いを強く持って
いることが伝わってきます。それは、秋田県の教
育の成果といえるのではないでしょうか。
　さらに、地域では、自分たちの地域にたくまし
い若者がいることで地域の力といったものを実感
しています。そういう意味では、高校生の活動に
は地域の要請もあると思っています。

秋田には『ふるさと教育』があります
【米田】　小６・中３生対象の「全国学力・学習
状況調査」アンケート調査からしても、地域や社
会のことに関心を持ったり、学校の決まりや規律
を守るなどの質問項目では、「なるほど」という
結果が出ています。部活動では、運動部文化部と
も、日々の活動で、キャプテンや部長がリーダー
シップを発揮し、礼儀正しく活動を行っている様
子がみられます。
　子どもたちは、しかるべきところでしっかりと
やっていますね。小さいときからの家庭や学校あ
るいは地域での指導があってのものです。
　地域というとき、秋田には『ふるさと教育』が
あります。『ふるさと教育』とは、昭和61年度から
取り組んできた「心の教育」の充実・発展を目指
したもので、平成５年度より学校教育共通実践課
題として推進、平成23年度「あきたの教育振興に
関する基本計画」に継承され現在に至っているも
のです。
　『ふるさと教育』の中で決して見逃していけな
いのが、「地域との関わり」です。「地域との関わ
り」とは、「そこにいる人たちとの関わり」です。
子どもたちは、いろんな人との交流を通して多く
のことを学んでいます。また、先生方も積極的に
地域に入っていっています。
　昭和40年代に高校生であった私は、「ふるさとに
関心を持ちましょう、愛着を持ちましょう」「将
来ふるさとを支えていきましょう」といった指導
を受けた記憶がありません。だから恥ずかしいこ
とに、自分のごく限られた行動範囲の中での記憶
は残っているけれども、そこを超えた地域のこと
や県内のことについては何も知らないでいまし
た。
　今は本当に変わりました。子どもたちは、自分
の身近なところから始めて県内のいろいろなこと
を勉強しています。“ふるさと秋田”が子どもた
ちの中でどのような位置・ウエイトを占めていく
か、20年後30年後どこにいてどのように秋田を支
えていくのか、関心がありますね。

【佐野】　冒頭に、「秋田の子どもは健全である」
と話しましたが、それは確かに『ふるさと教育』
に拠るところが大きいと思います。
　「私たちは地域に育てられている」とか、「私
たちは地域を代表している」といった誇りともい
えるものを、子どもたちは源泉に持っていると思
うのです。だから、恥ずかしいことや滅多やたら
なことはできない、といった気持ちがあるのでは
ないでしょうか。そういった意味で教育の力は本
当に大きいです。

【米田】　そうですね。子どもの頃に身に付けた

ことはそう簡単にはなくならないし、何をどのよ
うに身に付けたかということは大事です。
　今の子どもたちは、いろんな角度から指導され
ていて恵まれていると思います。もし、私が今の
子どもたちのようにいろいろな経験をしたり教わ
ったりしていれば、随分と変わっていたかなって
思うときがあります。（笑）
　しかし、その一方で自由に好きなことをやると
いう経験、例えば土に触れて野山を駆け廻った
り、時にじっと虫を眺めていたり、といった経験
は少なくなっているのかもしれません。もし、バ
ーチャルな世界に浸って、何時間も過ごしている
子どもが増えていくようなことがあるとすれば、
自然の中に出て自然と関わっていくように仕向け
ていきたいですね。
　いずれ、今の子どもたちは、教育を受ける良い
環境にいると思います。親御さんや先生そして地
域の方々からいろいろな機会が与えられ、豊かな
経験ができているのですね。

【佐野】　20年30年後、今の子どもたちが親の世
代になったとき、今とはまったく違った日本の社
会になっているかもしれません。しかし、人間の
本質はそんなに変わらないような気もします。

【米田】　『ふるさと教育』は、高校でも進めら
れています。高校としての地域でのあり方といっ
たものは小・中学校の先生方が考えるより難しい
面があることは確かですが、高校生だからこその
地域連携の取り組みを期待しているところです。

【佐野】　成長段階に応じた取り組みが大事にな
ってきますね。
　小学生や中学校の低学年段階だと「ふるさとの
良さを知る」ことから始まるのでしょうけど、中
学校の高学年や高校生になると「地域の課題にど
う向き合っていけばいいか」というような内容に
変えていくべきだと思っています。生徒たちは、
地域やふるさとのことを知り、良さや課題に気づ
きます。その課題に対して、「一体自分たちは何が
できるだろうか」と思考を広げ深化させていく。
成長段階に応じて問題意識を変えていくことが大
事だと思います。
　高校が所在する地域の課題は、自分の住んでい
る地域の課題でもあったりしますので、地域課題
解決型のキャリア教育とかアクティブラーニング
に高校生が取り組むのも良いと思っています。
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失敗を恐れずどんどんトライしよう

【米田】　高校生は、課題意識を持ち具体的な提
案・意見を述べる力は十分にあります。その力を
更に発展させるために、学校の中だけに留まらず
地域や企業、あるいはいろいろな職業の方々の力
を借り、いわゆる正解のない課題に取り組ませる
ことは大事ですね。
　学校では、教育的意図のもと、正解のある問題
に取り組むことが多いし、正解を出すことで一段
落してしまう面がどうしてもあります。しかし、
人生の中での課題は、一つしか正解がないという
ものではなく、幾通りもありうることを意識させ
ていきたいですね。加えて、いろいろな観点から
考えを深めていくためにグループで話し合うこと
は大事です。一人で考えるだけでは幅が広がりま
せんし、限界があります。
　本県では、「問う」ことを通して自ら学んでい
くことをねらいとした「問いを発する子ども」の
育成を重視しています。「問う」ことは、「学ぶ」こ
と。「問いながら学ぶ」ということを大事にした
「学び合う授業」が行われています。高校でもそ
のような取り組みを充実させていけば、素晴らし
い「学びの場」が作れると思います。教科書の学
習だけではなく、教室の学びが外の世界とどのよ
うな繋がりを持っているかを意識することは大事
ですね。

【佐野】　その通りですね。学んでいることが、
自分の人生や社会とつながっていることを実感す
ることは大事です。地域と学校の関係も、そのよ
うなことをやることで、ｗｉｎ－ｗｉｎの関係に
なってきます。保護者や同窓生、地域など学校外
の様々な方の力を借りて、高校生が考えるだけで
終わるのではなく、実際に行動させてみるところ
までサポートしていきたいものです。
　金足農、秋田工、秋田商の“17歳の６次産業
化”や秋田北鷹高家庭クラブの“ししとうカレ
ー”など、近頃は多くの学校で、生徒たちが自ら
企画し、制作に携わり販売する活動が行われてい
ます。一連の取り組みの中では、行き詰まったり
失敗したりすることもあります。「考えて試す」こ
との繰り返しですが、そのことが大事だと思うの
です。人生はまさに試行錯誤の連続です。高校生
には、失敗を恐れずどんどんトライしてもらいた
いです。

【米田】　「間違ってもいいんだ」という場を与
えて実践させる。失敗する経験はとても大事です
ね。さらに、何をするにしても決して一人ではな
い必ず他の人と関わっている、ということをしっ
かりと高校で教えることも大事です。

【佐野】　会社では、チームで仕事をするとき皆
が同じことをやっているわけではありません。そ
れぞれの役割があります。不得意な人に対しては
得意な人が助けるなど、お互いそれぞれの力が発
揮できるよう協力し合っています。できる役割は
たくさんあります。

【米田】　表に出ないところでも多くの人が関わ
り支えてくれている、ということは意識させたい

ですね。誰か一人がヒーローということではな
く、陰で頑張った人たちも含め、皆がヒーローで
あると思います。いわゆるアンサングヒーロー
（Unsung　Hero）です。
　新日鐵住金社長の進藤孝生さん（秋田高卒）の
言葉を借れば『オナー・イズ・イコール（Honor　
is　equal．）』です。「トライをして得点をあげた
人もパスをつないだ人もそれぞれ役割は違うが、
チームに対する貢献度、そしてその栄誉はみんな
等しい」というチームワークの神髄を表した言葉
です。チームワークなくして仕事はできないとい
う意味です。
　また、グローバル化時代、子どもたちにいろい
ろな力を付けるために先生方も自らを磨き続けて
いかなければなりません。『学び続けること』が
一つのキーワードです。先生方は、やらなければ
ならないことが増えこそすれ、減ることはなく大
変ですが、一生懸命やっています。

【佐野】　最近の先生たちは、忙しい中にあって
も、外のことを知ろうしたり、外の風に触れよう
としたり、学校外の方たちと意識的に関わりを持
とうとしている様子が見られます。
　頑張っている先生方への期待が高まるととも
に、学校や先生方に対しての要求も多くなってき
ている気がします。
　しかし、学校に一方的にお任せするだけでな
く、ＰＴＡをはじめ関係者の皆さんの力を、学校
と連携して発揮していくことが、子どもを育む上
でこれからますます必要になってくると思ってい
ます。

ＰＴＡの果たす役割は大きい
【米田】　そういう意味ではＰＴＡが果たす役割
は大きいものがあります。
　最近は、ＰＴＡ活動にコミュニティーのＣを加
えてＰＴＣＡといわれたりすることもあります。
さらに、高校であれば生徒にもＰＴＡ活動に参加
させていくことで自立心を育てたり大人との関わ
りを体験させる、ということも考えられますね。

【佐野】　家庭では、自分の子どもが健全にたく
ましく社会の中で生きていってほしいという願い
があります。先生たちも、その思いは同じだと思
います。ＰもTも目指すところは一緒です。けっ
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して、ＰＴＡが保護者だけの団体であってはなり
ません。そういう意味ではＰとＴは同志であるこ
とを確認できればと思います。
　学校の経営方針だとか教育課程など、自分の子
どもの学びや活動がどのような方針のもとで行わ
れているのかを知らせ、親がそれを知る。つま
り、情報をオープンにして共有するところから同
志としてスタートするのではないでしょうか。

【米田】　そうですね。閉じた状態ですと、中で
何やっているのだろうか？　となります。オープ
ンにして一緒に考え、より良い方向性を見出して
いければいいのです。

【佐野】　その中で、これは家庭でやるべきこと
であるとか、このことは地域で関わらせた方が良
い、などと話が広がっていく。そういう状況にな
ると、ＰとＴの相互理解がもっと進んでいきます
ね。

【米田】　「学校が変われば地域が変わる　地域
が変われば学校が変わる」と言われたりもします
が、お互い待ちの姿勢で、相手だけに変わること
を期待するのでなく、オープンに一緒に話し合う
こと、お互いが変わっていくことは大事ですね。
　先ほど、ＰＴＣＡの活動と生徒の参加という話
をしましたが、ちょっと語呂合わせを考えてみま
した。生徒のＳを入れて…。ただ、母音が一つし
かないんですね。そこで地域のＣをエリアのＡに
変えると、ＰＴＡＳＡ。並べ替えると…ＰＡＳＴＡ
ができた。（笑）
　その思いは、パスタでも食べながら、話し合っ
たり活動したり一緒に取り組んでいくこと。つま
り、閉じた世界でなくオープンにして、いろんな
ところと関わり合っていくことが基本です。その
ことを、もっと打ち出していかなければなりませ
んね。

【佐野】　「学ぶことはものすごく大きな力にな
る」ということは、自分自身の経験からも実感し
ているところです。子どもたちの『学ぶ場』を、
先生方のご努力で提供いただいていることは大変
素晴らしくありがたいことです。同時に、人を育
てることは、社会総がかりで行っていかなければ
ならないと思っていますので、『学ぶ場』としての
学校を、そして先生方を、家庭・地域がきちんと
支え、一緒になって将来を担っていく若者を育ん
でいきたいものです。

【米田】　この前お亡くな
りになられた、横手出身の
むのたけじさんの著書『た
いまつ』の中に、「人と人と
出会うところすべて、誰か
が先生であり誰かが生徒で
ある」というのがあったよ
うに思います。多くの人と
関わりをもって、いろいろ
なことをやっていくという
ことは、お互いに学ぶこと
があるのだから、双方にと
ってプラスになる。先生方
は、周囲にいるたくさんの

方々と関わりを持ち、そこでさらに大きな力を付
けていく。そして、その力をまた子どもたちの教
育に活かしていく。このことを基本にして大事に
したいですね。

高校生の皆さんへのメッセージ
【佐野】　最近とみに思うことがあります。それ
は、“当事者意識を持った人”になってほしい、と
いうことです。「自分には関係ない」とか「私は知
らない」ではなく、「自分はこう思う」「私はこの
ように考える」などといった“当事者意識を持っ
た人”に是非なってほしい。
　高校生の皆さんは、これまでの学校教育を通し
て『学び合い』の取り組みをしてきました。そし
て、自らの考えを伝えていく力をつけてきまし
た。皆さん一人ひとりの考えや思いは、掛け替え
のないもので、当事者意識を持ち行動していくこ
とは、相手に対しての思いやりでもあります。ま
た、そのことは、民度の高い秋田県をつくること
につながります。
　秋田県の人口が少なくなっていくとしても、民
度の高い当事者意識を持った秋田県民や秋田県人
になれば、きっと素晴らしい県になります。その
ためにも、これからの社会で活躍していく皆さん
には大いに期待しています。

【米田】　私からは高校生に対するメッセージと
して次の３つをお伝えします。１つは、Anyone 
who has never made a mistake has never tried 
anything new.（キング牧師）つまり、「失敗した
ことのない人というのは何も新しいことに挑戦し
たことのない人だ」ということです。失敗は次へ
のステップになるという気持ちで頑張って欲しい
と思います。CHANCEがあればCHALLENGEす
ること。そこからCHANGEが生まれます。
　次は、Life can be understood backwards; 
but it must be lived forwards.（キルケゴール）
これは「人生は理解するときは、（それまでを振り
返って）後ろ向きになるが、生きるためには前向
きにならなければならないものだ」ということで
す。人生、二度と同じ瞬間を生きることはできま
せん。「今」を大切にして、人生を前向きに生きて
もらいたいものです。そして最後は、「他（人）の
ために、今、自分は何をしているのか、というこ
とを常に問い続けて欲しい」ということをお願い
したいと思います。高校生の皆さん、The future 
is yours.（未来は皆さんのものです）
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『再発見！愛』～今こそ信じよう愛の絆～をテーマに、全国

高P連千葉大会が8月25日・26日に幕張メッセを会場に開催

されました。

開会式において、PTA活動に功績のありました個人や団体

に全国高P連 佐野元彦会長より表彰状が授与。秋田県からは

次の皆様が表彰されました。

全国高Ｐ連会長表彰　

個人　　村岡　昇氏

　　　　（県高Ｐ連前副会長、大館国際情報高校前PTA会長）
　　　　佐藤　義一氏

　　　　（県高Ｐ連前副会長、角館高校前PTA会長）
団体　　大館国際情報学院高校ＰＴＡ

　　　雄物川高校ＰＴＡ

さて、大会において基調講演では「高校生の自立を支援するPTA活動」と題して千葉敬愛短期大学 明石要一学長
より「高校生はミィーティングが出来ない。物事を決められない。だからこそ放課後を大切に、地域と共に体験活動を

沢山させてコミュニケーション能力を育てよう。」と力強いお話を頂きました。また千葉県出身の女優 市原悦子さん

による演劇との出会いのお話とグリム童話の朗読では大きな感動を頂いた公演でした。

全国的に少子高齢化が加速する中、地域における子どもと大人の交流の場も減少し、コミュニケーションの多く

がSNSを介したものに変化しつつあります。一方で「学校」は、集団で学び合う場として、相手の表情から心情をくみ

取り、関わることで人間らしい豊かな『絆』が生まれる場でもあります。人と人との「ふれあい、関わり合い、つながり」

の大切さを再発見し、大きく変化する社会の中で不安を抱えて生きてゆく子ども達を支えるために何が必要か、房総

の地で1万人の参加者全員が原点に立ち返って『愛』の大切さを再確認できた大会となりました。

調査広報委員　成田　淳子（秋田北鷹）

第66回全国高校PTA連合会大会

千 葉 大 会
平成28年8月25日（木）～26日（金）　千葉市

受賞された皆さん（右から）村岡昇さん（大館国際情報）、
佐藤義一さん（角館）、芦沢有紀子さん、伊藤胡子先生（雄物川）

柏市立柏高校吹奏楽部の歓迎ステージ

あいさつする全国高Ｐ連 佐野元彦 会長

全国各地区推薦の広報誌展示
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第29回 母親会員交流会
あきらめない心、分かち合う心、強く生きること

平成28年９月14日（水） 秋田県生涯学習センター 講堂

母親会員
交流会を終えて
今年は、青森県出身のシン

ガーソングライター板橋かず
ゆきさんを迎えトーク＆ライ
ブを行いました。３歳の頃から
全盲になり、つらい体験を乗り

越えてきた板橋さんの歌は力強く真っ直ぐ心に届き、
まるで自分への応援歌のようでした。「見えないことで
歌に出会えたから親に感謝」「いつまでも自分らしく生
きていく」等、終始にわたって前向きな言葉が散りばめ
られ、会場は涙と感動に包まれました。大間ジローさん
の飛び入りトークもあり、おいしさ倍増のひとときでし
た。この余韻の中グループ討議も盛り上がりました。参
加者の晴れやかな表情を目の当りにし、会の成功を感
じると共に、自分らしく悔いなく生きて行こうと、心は
すでに歩き始めていました。

県高P連副会長・母親委員長　山信田　勢津子（横手）

花に託した想い
板橋さんて、どんなギターを弾き、歌を歌ってくれる

んだろう？そんな想像をしていたら、会場のみんなが
一緒にリズムをとり、口ずさんでいる、そんなあったか
い風景が思い浮かびました。ステージを盛り上げ、後押
し出来たら、そんな気持ちを花に託した当日。カーネー
ションや赤い実が♪となり、五線譜の上にポンポン飛
び出し音を奏で、蝶ネクタイにタキシード姿のガーベラ
の花が声合わせ歌い、その手はしっかりと結ばれ、繋
がって、繋がって。
PTA会員の厚い熱い思いの、確かなる前進を願いつ

つ、生けさせて戴きました。この機会に、感謝です。

母親委員　後藤　　孝（湯沢）

「愛」あふれる母たち
盲目のシンガーソングライター板橋かずゆき氏の

トーク＆ライブで始まった今年の「母親会員交流会」。
生きる喜び・希望・勇気を歌にして私たちの心の奥深く
感動を与えた優しい歌声。その陰には時には優しく、時
には厳しく彼を育てた強い母の姿がありました。
グループ討議では現役子育て母たちの一生懸命で

熱い思いが次から次へと溢れ出てきて時間が足りない
…泣いたり、笑ったりと大忙しのひと時でした。
初めて会った母同士がここまで盛上がるのは「子育

て」の仲間であり、愛情いっぱいの母だからなんですね！

西目高校PTA会長　浅野　敏子

板橋かずゆきさん、たくさんの感動をありがとうございました。

トーク＆ライブに彩を
添えた後藤さんの作品

グループ討議では、それぞれの思いを語り合いました。
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能代西高校PTA会長　本庄　徹

県北地区
平成28年10月6日（木）
旧料亭金勇・キャッスルホテル能代

平成28年9月30日（金）
湯沢グランドホテル

　中央地区交流会は10月28日、秋田ビューホテルを会場に
132名の参加者を迎え、開催することができました。
　開催にあたり、本校PTAでは１年前より開催日・会場・研究
課題などの選定を行い、今年度に入ってからも、定期的に会合
を持ち、準備してきました。最終打ち合わせでは、当日の役割
分担や進行表の確認など、当日への緊張感が増してきました
が、本校PTAの副会長はじめ多くの会員が協力してくださり、
励みになりました。
　当日は、細かい不手際はありましたが、来賓のご祝辞、講師
の方々の熱意あるすばらしいご講演によって無事、交流会を
終えることができました。「地域と連携したキャリア教育のた
めに今、PTAは～秋田をより鮮やかに、より元気に～」という大
きなテーマのもと情報を共有できたこと、また、その連携の大
切さを確認できたことが最大の収穫であったのではないかと
思います。
　今回、開催
にあたり、ご
後援・ご支
援そして参
加いただい
た皆様に深
く感謝申し
上げたいと
思います。

　相澤　重範金足農業高校PTA会長

中央地区
平成28年10月28日（金）
秋田ビューホテル

地区
交流会報告

　県北地区交流
会は、“東洋一
の木都”の栄華
を今に伝える国
登録有形文化財
である旧料亭金
勇２階の１１０畳
大広間で開催さ
れました。
　開会式のあとの講演では、藤里町社会福祉協議会会長
の菊池まゆみさんから、地域創生として独自の取り組みに
ついて話していただきました。藤里町の孤立している若者
支援から始まった「ひきこもり者等支援事業」、その後一
人の不幸も見逃さない運動を主軸にした「トータルケア
推進運動」、そして次世代の担い手づくりとして弱者でも
担い手になれる地域創生への変遷を、事例をまじえて分か
り易く紹介していただきました。その中で、支援を受ける
方々の悲しさ悔しさ、特に子どもや青少年はかなり傷つき
やすいことが良く理解できました。
　閉会式後は、天井の一枚板が見事な１階中広間からガ
イドの方に続いて施設見学を行い、囲碁の本因坊戦が行
われた２階大広間に戻り、名工たちの技を堪能しました。
　教育懇談会は、キャッスルホテル能代に場所を移して、意
見交流や能代西高産の酒米で作った「西の恵豊（めぐみ）」で
盛り上がり、閉会後も夜遅くまで交流は続きました。
　最後に、多くの方々にご協力・ご支援いただき、誠にあ
りがとうございました。

地域と連携したキャリア教育のために今、PTAは
　　　　　　～秋田をより鮮やかに、より元気に～

地域とともに生きていくために
～現状認識と魅力再発見～

湯沢翔北高校PTA会長　冨谷　俊一

県南地区

　県南地区交流会を9月30日（金）に行いました。月末の金曜日にもか
かわらず沢山の参加者を迎えて開催することができました。開会式後
「ジオパークでゆざわを元気に！」と題して、大分県大分市生まれで、現
在湯沢市で“ゆざわジオパーク”専門委員として活躍されている山崎由
貴子氏に講演をして頂きました。ジオパークとは、直訳すればGEO：大
地　PARK：公園です。また、岩石についての話をされましたが、なかな
か面白さが伝わらないと嘆いておりました。
　講演後は、分科会が各高校のPTA会長からの提言をもとに進められ
ました。第一分科会は「高校生の地域社会貢献を支えるPTA活動の在り方」、第二分科会は、「地域社会の安全・安心を
守るために出来ること」、第三分科会は、「子どもの進路実現のための家庭の役割」とそれぞれ各分科会とも活発な議
論、意見を交わされ盛大な会となりました。中でも一番の悩みは、PTA役員会を開催しても人が集まりにくいとのことでし
た、どうやったら参加してくれるのか、といったところまで議論が交わされました。今回参加してくださいました皆様方に
感謝申し上げます。ありがとうございました。

地域を担う子どもたちを育てるPTA活動

金勇110畳大広間での交流会

山崎由貴子氏講演の一場面

パネル討論会（右より）
荒谷紘毅氏（秋田移住定住支援センター理事長）
水野勇気氏（秋田プロバスケットクラブ代表取締役社長）
佐々木吉和氏（むつみ造園土木会長）
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「子どもを守る責任」
　木村　昌永健全育成委員長 （秋田北）

委員会活動報告
総務委員会

健全育成委員会

　10月22日（土）秋田県生涯学習センターにおいて、第２回
合同委員会に先だち、健全育成委員会事業の研修会を開催致
しました。「高校生の事故防止について」というテーマで、秋田
県教育庁保健体育課・防災教育安全班副主幹の伊藤一彦氏
から講話をいただきました。
　主な内容は、最近増加している自転車の加害事故とインタ
ーネット犯罪の原因と防止についてです。そもそも自転車は
歩道を通ってもよいのか？自分の子どもがどんなインターネ
ットを使っているのか？など、保護者として漠然としか知ら
なかったことを専門家から話を聞くことが出来た貴重な機会
でした。

　自転車の安全利用としては、①自転車は車道が原則、歩道は例外。②車道は左側を通行。③歩道は歩行者
優先で、車道寄りを徐行。④安全ルールを守る。（二人乗り、並進の禁止。夜間はライト点灯。交差点の信号遵守
と一時停止。乗りながらの携帯操作の禁止）です。
　加えて、交通事故を起こして相手がケガをした場合、
刑事上の責任、民事上の責任、道義的な責任が発生する
こともわきまえなければなりません。
　また、ネット犯罪から子どもを守るために保護者がで
きるポイントとしては、①適切にインターネットを利用さ
せる ②家庭のルールを子どもと一緒に作る ③フィルタ
リングを設定する です。
　今後も、健全育成委員会として、更に交通安全の推進
と犯罪防止に努めて参りたいと思います。

「教育懇談会に参加して」
　渡部　羊三総務委員長 （秋田南）

　去る１１月１６日秋田市の生涯学習センターにて秋田県との
教育懇談会が開催され参加いたしました。今回のテーマとし
て、「貧困問題について」「インクルーシブ教育について」「１８
歳選挙権の学校の対応について」「いじめ問題について」が取
り上げられ、県の担当者の方々から丁寧な説明を頂き、その後
参加者からの質疑応答がなされました。
　特に貧困の問題については、現状理解と課題に時間を割き
ました。ＰＴＡとして考えさせられるものがありましたし、これか
ら可能と思われるアクションのヒントが得られた気がいたし
ます。保護者のネットワークと地域で子どもたちを育てるとい
うのがキーワードになるように感じました。それぞれのテーマ
について学校の対応を理解することで、次のステップを考える
きっかけになったのではないかと感じました。しかしながらテ
ーマが多く十分な質疑応答ができなかった部分もあり次年度
の課題となりました。県の担当の方々の真摯な対応に触れるこ
とができ貴重な体験となりました。私自身、学校とのコミュニケ
ーションをさらに強め、今回挙げられたテーマについて一歩で
も前に進めるべく努力する所存です。

全県各校から参加されたＰＴＡ会長の皆さん

講師の伊藤一彦氏

教育懇談会の様子

レイヤー 5レイヤー 5
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「特色ある広報紙を」
　石嶋勝比古調査広報委員長 （能代工）

調査広報委員会

　前年、東北地区高Ｐ連“広報紙コンクール審査会”に立ち会う
機会がありました。そこで感じたのは、他県の広報紙に比べ秋
田県は少々見劣りしていることです。各高校にそれぞれの事情
があり、思うように取り組めない点を考慮したとしても物足り
なさを覚えました。
　このようなことから、今年度で4回目となる本県の「広報紙
編集研修会」が始まったものであろうと思います。９月に行われ
た研修会には、各高校で広報紙の制作に携わるＰＴＡ役員や教
諭ら２２名が参加し、秋田魁新報社編集局制作センター長の藤
原謙氏から講演をいただき、紙面作りのポイントやknow-how
（ノウハウ）を学びました。
　広報紙

には、「普段見聞きすることのない隠れた情報を発信する
ことや、歴史をひもとく貴重な記録誌にもなること」など、
単にその組織の活動内容を周知するだけではなく、いろ
いろな役割があることを再認識させられました。
　読者の側から編集する側へと立場が変われば捉え方
が大きく変わります。
　今後、委員会として“冊子”作りの手助けとなるような
情報を提供し、レベルアップに繋がる取り組みを進めた
いと考えています。
　それぞれの高校にふさわしい“特色ある広報紙”が増え
ることを期待し…

　広報紙コンクールの審査会が、平成２９年１月１４日（土）生涯学習セ
ンターにて行われました。平成２８年１月から１２月までに発行された
ＰＴＡ広報紙を対象にしたもので、今回は15校の応募がありました。
　審査は、外部審査員に藤原謙氏（秋田魁新報社編集局制作センタ
ー長）、猪股悟氏（秋田県生涯学習センター所長）を迎え、県高Ｐ連調
査広報委員があたりました。詳しくは次号に掲載しますが、審査結果
は次のとおりで、最優秀賞の1紙、優秀賞の2紙は２月９日（木）・10日
（金）、秋田市で開催される東北地区コンクールに推薦されました。ま
た、受賞の１５校は、平成29年度高Ｐ連総会にて表彰されます。

講師の藤原　謙　氏

横手清陵学院PTA会報「まなざし」

より良い広報紙をめざして質問も具体的でした

編 集 後 記

－平成28年度 秋田県高Ｐ連 広報紙コンクール－

最優秀賞 優 秀 賞

優 良 賞 奨 励 賞

・横手清陵学院高等学校 ・本荘高等学校　・秋田美大附属高等学院

・天王みどり学園
・ゆり支援学校（外部審査員賞）
・秋田和洋女子高等学校

・男鹿海洋高等学校　・秋田高等学校　・新屋高等学校
・秋田明徳館高等学校　・本荘高等学校定時制課程　・矢島高等学校
・仁賀保高等学校　・大曲農業高等学校太田分校　・大曲高等学校　

　多くの皆様からのご協力をいただいて、秋田県高Ｐ連会報の１１９号を発行することができました。
　今回、佐野会長と米田教育長の対談が実現しました。お忙しい中でしたが、お二人からは快くお引き受けいただきました。秋田
の高校生への激励やＰＴＡ活動に対する期待など、熱き思いが伝わってきます。また、全国大会や母親交流会、地区交流会、各委員
会活動の様子をお届けしましたが、いかがだったでしょうか。
　今後もＰＴＡ活動に関する情報や提言などを紹介し、各校ＰＴＡ活動の一助となる会報を目指していきますのでよろしくお願いい
たします。お忙しい中、貴重な原稿をお寄せくださいました皆様には、あらためて感謝申し上げます。ありがとうございました。

調査広報副委員長　岩谷淳志（秋田中央）、鈴木久（大曲工）
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秋田県　大学／短期大学／専門学校　ガイド



秋田県　大学／短期大学／専門学校　ガイド



秋田県　大学／短期大学／専門学校　ガイド



秋田県　大学／短期大学／専門学校　ガイド

学校法人伊藤学園

秋田社会福祉専門学校
秋田情報ビジネス専門学校

■〒010-0001　秋田市中通四丁目3-11（秋田駅から徒歩5分）

■お問い合わせ・資料請求は

　  　　　 0120-79-5033
■ホームページアドレス   http://www.ito-gakuen.ac.jp

専門コース
情報システム科 2年

● 医療事務　● 調剤薬局事務
● 歯科医院スタッフ
● 医師事務作業補助者

2年医療福祉ビジネス科

● システムエンジニア　● プログラマ
● ネットワークエンジニア
● システム運用エンジニア

東京福祉大学（　　 ）併修校
学校法人伊藤学園秋田社会福祉専門学校

通信教育
課 程東京福祉大学（　　 ）併修校

学校法人伊藤学園秋田社会福祉専門学校
東京福祉大学（　　 ）併修校
学校法人伊藤学園秋田社会福祉専門学校
東京福祉大学（　　 ）併修校
学校法人伊藤学園秋田社会福祉専門学校

通信教育
課 程

北海道情報大学（　　　 ）併修校
東京福祉大学（　　 ）短期大学部 併修校
学校法人伊藤学園秋田情報ビジネス専門学校

通信教育
課 程

通信教育部北海道情報大学（　　　 ）併修校
東京福祉大学（　　 ）短期大学部 併修校
学校法人伊藤学園秋田情報ビジネス専門学校
北海道情報大学（　　　 ）併修校
東京福祉大学（　　 ）短期大学部 併修校
学校法人伊藤学園秋田情報ビジネス専門学校
北海道情報大学（　　　 ）併修校
東京福祉大学（　　 ）短期大学部 併修校
学校法人伊藤学園秋田情報ビジネス専門学校

通信教育
課 程

通信教育部

コンピュータと
経営の高度な知識の
習得で専門家に！

北海道情報大学(通信教育部）北海道情報大学(通信教育部）
４年間で大学と専門学校を同時卒業！即戦力となる大卒技術者を育成４年間で大学と専門学校を同時卒業！即戦力となる大卒技術者を育成

経営情報科 4年
W入学W入学

短大＋１年の資格取得で
ワンランク上の保育士・
幼稚園教諭になる

こども総合科 3年
東京福祉大学(　　　）短期大学部東京福祉大学(　　　）短期大学部通信教育

課 程
通信教育
課 程 W入学W入学

● 保育士
● 幼稚園教諭
● 認定こども園職員
● 児童福祉施設職員

● システムエンジニア
● ネットワークエンジニア
● システム運用エンジニア
● 医療情報系システム技術者

● トリマー　● 動物病院スタッフ
● ペットショップスタッフ　● ペットホテルスタッフ

2年ペットビジネス科トリマーコース

総合ビジネス科 2年
登録販売者コース
● 登録販売者　● 薬局スタッフ　
● ドラッグストアスタッフ　● 調剤薬局事務

● 一般事務　● 経理事務　● 営業・販売スタッフ　

キャリアデザインコース

● ショップスタッフ　● パタンナー　● ドレスコーディネーター

ファッションコース

ビジネス専攻科 １年 目指す仕事により各種分野を選択
することが可能です

県内交通費本校負担 開催日2日前までに下記TELまでお申し込み下さい。

学校説明会 10：00　11：30

13：30　15：00

秋田情報ビジネス専門学校

秋田社会福祉専門学校

開
催
時
間2/11平

成
29
年

土 祝
体験入学会 9：30　12：30

13：30　15：30

秋田情報ビジネス専門学校

秋田社会福祉専門学校

開
催
時
間3/27平

成
29
年

月

総合福祉学科 2年

目指す
仕事・職場

公務員、各種福祉施設、各種社会福祉法人、各種高齢者施設、介護保険事務所、障害者支援施設、病院、保育園、
幼稚園、学童保育施設、各種児童施設、各種スポーツ施設、薬局、ドラッグストア、小売業、一般企業　等

東京福祉大学 通信教育課程 
社会福祉学部 社会福祉学科
に同時入学
東京福祉大学 通信教育課程 
社会福祉学部 社会福祉学科
に同時入学

社会福祉学科 4年 保育児童福祉学科 4年 3年

● 幼稚園教諭二種免許状　● 保育士資格
● 社会福祉主事任用資格　● ピアヘルパー資格　他

東京福祉大学 通信教育課程 短期大学部
こども学科に同時入学
東京福祉大学 通信教育課程 短期大学部
こども学科に同時入学

短大併修３年コース 新設● 社会福祉士（国）受験資格
● 精神保健福祉士（国）受験資格
● 社会福祉主事任用資格
● メンタルケア心理士資格
● ピアヘルパー資格
● 家族療法カウンセラー資格　他

大学併修
４年コース

東京福祉大学 通信教育課程 
社会福祉学部 保育児童学科
に同時入学
東京福祉大学 通信教育課程 
社会福祉学部 保育児童学科
に同時入学

大学併修４年コース

● 幼稚園教諭一種免許状　
● 保育士資格
● 小学校教諭一種免許状
● 幼児体育指導者資格　他

医薬販売・福祉２年コース
● 登録販売者資格　
● 介護職員初任者研修
● 健康管理士一般指導員　他

新設健康福祉２年コース
● 日本体育協会公認スポーツリーダー
● 障害者スポーツ指導員
● 福祉用具専門相談員　他

新設介護・医療事務２年コース
● 介護事務管理士技能認定試験
● 医療事務管理士技能認定試験
● 健康管理士一般指導員　他



秋田県　大学／短期大学／専門学校　ガイド



秋田県　大学／短期大学／専門学校　ガイド



秋田県　大学／短期大学／専門学校　ガイド


